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１ 研究課題     

子どもとともに育つ保育者 

 

２ 研究・研修の視点 

  幼児期の教育は、生涯にわたる人間形成の基礎を培う重要な役割を担っている。子ども一人一人

の可能性は、日々の生活の中で出会う環境との相互作用の中で育まれ、その経験のつながりによっ

て拓かれ将来へとつながっていくものである。子どもは、遊びや生活といった直接的・具体的な体

験を通して、人と関わる力や思考力・判断力・表現力を育み、環境を通して、社会と関わる人とし

ての基礎を学び成長していく。 

  本園の目指す教師像として、「聞法にいそしむ保育者」「子どもと共に育つ保育者」「子どもに学ぶ

保育者」「学び続ける保育者」の４つを掲げている。子どもにとって大切な環境の一つとしての保育

者は、子どもが発達に必要な経験を得るための環境や、保育者のより深い子ども理解の重要性を認

識しておく必要があると考える。子どもは人間性豊かな保育者の下で、安心して自分らしい言動が

でき、様々な物事への興味や関心を広げ、自分から何かをしようとする意欲や活力を高めていくこ

とができる。日々の保育の中で保育者は、子どもとの関わりの中から常に自己の保育を振り返り反

省し、次の保育に向けて備えることが大切である。その繰り返しの中で、保育者は子どもとの間に

信頼関係を育み、良質な保育実践を積み重ね、そのことが自らの資質向上につながっていく。 

  今回、「主体的に学び続ける保育者の在り方」についての研究・研修にあたり、令和元年度の分科

会において出された今後の課題を踏まえ、保育者一人一人の質の向上のための個人研究テーマ設定

と全体研究テーマとを融合させながら、本園における教育の質の向上を目指すことにした。 

これまで園内研修で取り組んできた「幼稚園教育要領」「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０

の姿」「主体的・対話的で深い学び」を基に、保育者一人一人の資質向上と職員全体の専門性の向上

を図っていきたいと考える。 

 

３ 主な研究・研修の内容と計画 

令和２年度 

 〇 前年度までの研究・研修を振り返り、成果や課題の共通理解を図る。 

 〇 自己評価や自己申告を基にした課題を踏まえ、「個人研究テーマ」を設定し、自分なりの研修

方法で実践する。 

 〇 研究保育に「個人研究テーマ」と「全体研究テーマ」両方の観点を入れて実施する。 

令和３年度 

 〇 主体的に学び続ける保育者の在り方について、令和２年度に取り組んできた研究・研修の結

果出てきた「今後の課題」を令和３年度は引き継ぎ、この課題をクリアするための方法につい

て、さらに研究を進める。 

 

第４分科会 

 主体的に学び続ける保育者の 
在り方 
 ～保育者個人と園全体の質の向上を目指して～ 

問題提起園 宇宿幼稚園 

問題提起者 濵田 瑞月 
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４ 研究のᴫ要 

��� 研究・研修のテーマのとらえ方 

     幼児教育は人生を通して学び成長し続ける生涯教育の᰿ᖿに⨨し、人間形成において本質

的な役割を果たしている。そのため、それにᦠわる⚾たࡕ保育者は、௦の要ㄳに༶ᛂしながら

「主体的に学び続ける」ことがồめられている。 

さて、子どもは、遊びや生活の中で直接的・具体的な体験を通して、人と関わる力や思考力・

判断力・表現力を育み、社会の中で生きていく人としての基礎を、環境を通して学び成長してい

く。⚾たࡕ保育者も、その環境の重要な担いᡭであることから、子どもたࡕの成長をᨭえるため

に必要な資質・能力を備えるく「主体的に学び続ける」ためには、どのようにすれࡤいいかを

課題として取り上げることとした。また、それはすなわࡕ、本園の教育・保育の質の向上につな

がり、研究課題である「子どもとともに育つ保育者」としての姿に㏆࡙いていくことになるので

はないࢁࡔうか。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

��� 研究の内容 

主体的に学び続ける保育者であるく、本研究では、保育者一人一人がそれࡒれ自分の研究課題

を設定し、「個人研究」としてそれに取り組むとともに園全体で共᭷していくものとした。「個人研

究」とは、ྛ自が取り組みたい課題に対し、考えたこと実践したことを言ⴥにし、振り返りながら

まとめあげることである。つまり、言ㄒすることで考えを᫂☜にし、それを振り返ることで今後

への指㔪となる。そして、まとめることで者と共᭷することができるようになる。 

また、個人研究テーマと全体研究テーマを意識しながら日常の保育実践を⾜い、保育者の資質向

上と職員全体の専門性向上につながったかどうかを᳨ドする方法を考えていくこととした。 

��� 研究の方法 

ア  これまでの実践を振り返って成果と課題をまとめ、自分の目指す保育者の姿をぢᤣえて、個

人研究テーマを設定する。その㝿、自分の良さやᙉみを生かすことも考៖する。 

Ꮚࡶととࡶに育ࡘ保育者 

個人研究テーマの設定 
  Ѝ 個々の課題解Ỵ 全体◊✲࣐࣮ࢸのタᐃ 

  Ѝ 園全体のㄢ題ゎỴ

個々の資質・能力の

向上 

ᩍ育࣭保育の質の向上 

個人研究テーマの設定 
  Ѝ 個々の課題解Ỵ 

個々の資質・能力の

向上 

主体的に学び続ける保育者 
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研究保育を⾜い、自分自㌟の資質向上と保育ࡔ個人研究テーマと全体研究テーマを┒り㎸ん  

の向上を᳨ドする。 

��� 実践 

これまでの実践を振り返り、個人研究テーマを設定した。そこで、まࡎ保育者㸴ྡが、いかにこ

れまでの自分を評価し、ཷけṆめているかを表に♧す。 

 自分の良さ・ᙉみ これまでの実践を振り返っての課題 自分の理とする保育者の姿 

㸿 

教 

ㅍ 

➗㢦でẖ日㐣ࡈす。 ・ ࣓リࣁリのある保育ができてい

ない。 

・ 子どもへのྏり方が㞴しい。 

・ 子どもの育ࡕをとらえる視点を

広げたい。 

・ 一人一人とᑀに接しなが

ら、クࣛࢫ全体をまとめられ

る保育者 

・ その子に合った教育をし、

成長させてあげられる保育者

㹀

教

ㅍ 

元Ẽでẖ日➗㢦で㐣

 。すࡈ

᭱後まで⢓りᙉく取

り組む。 

・ 事の要領がつかめࡎ、期㝈間

㏆になってからៃてることがከか

った。 

・ 分からないことがከく、࣌アの

ඛ生に頼りすぎてしまっていた。

・ 子ども一人一人の良さをた

くさんぢけられる保育者 

・ 共に႐んࡔり➗ったり、Ẽ

ᣢࡕの共᭷ができる保育者 

㹁

教

ㅍ 

ไ作ዲき。 
意ᕤኵできる。 

 

・ 子ども理解 

・ 子どもをṇしく理解し、㐺切な

ຓができているか。 

 

 

 

・ 子ども一人一人の良さを認

めఙࡤしていく保育者 

・ 一人一人の課題にᐤりῧ

い、ᅔりឤをなくし、ᑡしで

もඞ᭹できるようにしていく

保育者 

㹂

教

ㅍ 

子どもや職員、保ㆤ者

の話を聞いてᑡしでも

安を解ᾘする。 
 

・ 経験年ᩘを重ね、保育ࡔけでな

くⱝい職員への指ᑟをどうすれࡤ

よいか。 

 

・ 子ども一人一人にᐤりῧ

い、良い㒊分をఙࡤし、本人

がᅔっている㒊分は一⥴に向

き合い、共に育ࡕ合える保育

者 

・ 職員間でもそれࡒれの良い

㒊分を認め合えるような環境

を作っていき、ึ 心をᛀれない

保育者 

㹃

教

ㅍ 

 

᪂

௵ 

 ࣈテࢪ࣏
ᚸ⪏力 

・ 分からないことは、もっと積ᴟ

的に質ၥする。 

・ 子どもとともに成長する保

育者 

・ 子どものᏑ在を認める保育

者 

・ 保ㆤ者から信頼される保育

者 

・ 何に対しても一生ᠱ取り

組む保育者 

㹄

教

ㅍ 

 

᪂

௵ 

。自信をᣢてるようになりたい ・ ࣈテࢪ࣏ ・ 子どもからも保ㆤ者からも

ඛ生たࡕからも信頼される保

育者 

・ ඛ㍮のඛ生みたいにవ⿱や

ⴠࡕ╔きのある保育者 
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このような課題をཷけて、保育者それࡒれが自分の研究課題を設定していった。それࡒれの研究内

容は次の表のとおりである。 

 
取り組みたいこと 研究テーマཬび具体⟇ 

テーマを 
設定してみて 

㸿

教

ㅍ 

 一人一人の得意分
㔝をఙࡤす。 
で࢜リ࢛ࣇࢺー࣏ 
成長をఏえる。 

一人一人の得意分㔝をఙࡤし、成長をఏえることの
できる࣏ー࢛ࣇࢺリ࢜の作り方 
ձ 子どもの良いとこࢁや得意なとこࢁを᭩き␃める

 。を‽備し、積するࢺーࣀ
ղ のඛ生方から積ᴟ的にアࢫࣂࢻをいたࡔく。 
ճ 幼児期の終わりまでに育って欲しい「�� の姿」に

ついて研修を深める。 
մ 一人一人の育ࡕがఏわるような表現の方を考え

る。 

ᬑẁの様子をぢる
に、今までよりも �� の姿
を意識してぢられるよう
になった。 

㹀

教

ㅍ 

おᗑᒇさんࡈっこ
について 

一人一人が自分の作りたい物を࣓ーࢪし、ᴦしく
ไ作活動に取り組むおᗑᒇさんࡈっこにするための
保育者の関わりや環境設定 
ձ おᗑの内容にἢった┿やရ物を用意し、それを

ぢせることで࣓ーࢪをᣢたせる。 
ղ 一人一人とࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣥࣙࢩを図り、どのよう

な物を作りたいか話をしながら࣓ーࢪできるよ
うにຓする。 

ճ ไ作活動のᑟ入では、࣓ーࢪをᣢたせるᕤኵを
する。 

մ 子どもたࡕのつぶやきや⾜動から思いや考えをᤊ
え、遊びを広げることができるようなാきかけを
ᕤኵする。 

自分のⱞᡭなことを᫂
らかにすることで、課題
をぢけることができ
た。 

㹁

教

ㅍ 

幼児のẼきや学
びをつぶさにとら
え、日々の保育に生
かしていく実践 
 
 
 

保育に生かす子どものẼきや学びのとらえ方 
ձ  ᑵ学を意識した教ᮦの研究を進め、子どものẼ

きや学びのሙ㠃を⣽かくとらえていく。 
ղ 子どもの発を生かしたไ作遊びをᒎ㛤する中

で、教師のᡭఏいや教ᮦ・⣲ᮦᥦ♧を積ᴟ的に⾜い
ながら、子どもの意欲を引き出し、自ら考えᕤኵし
ていく。 

ճ ㌟㏆な⣲ᮦやᮦᩱをって子どもが遊びに生かせ
るおもࡷࡕ作りを⾜う。 

 子どもの遊びのሙ㠃で
のẼきや学びを、意識
してὀ意深くぢるように
なった。 

㹂

教

ㅍ 

自分自㌟が取り組
んできたことや、実
㝿、現ሙに❧ってか
らのẼᣢࡕのኚ、
今後、なりたい教師
像などをఏえるᶵ会
やሙの☜保 

幼稚園教ㅍとしてのこれまでの取組と自分の成長、
そして今後に向けて 
ձ 職員間でのࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣥࣙࢩをᐦに図り、話し

やすい㞺ᅖẼ作りをする。 
ղ 保育での出来事を職員に話すことでうまくいった

こと、いかなかったこと、その中でぢられた子ども
の成長を共通理解していく。 

ճ 自分自㌟の経験ㄯを話すことで、共ឤを得てึ心
にᡠり一⥴に取り組めるようにする。 

 自分の意識が高まり、
࿘りの職員の事の≧ἣ
や取組をぢて、自分自㌟
が学ぶきこと、また、
後㍮教ㅍに教えていかな
けれࡤならないことがᑡ
しࡎつぢえてきている。

㹃

教

ㅍ 

自分の課題点、ၥ
題点をぢけるᕤኵ
の方 
 

子どもとともに成長するための日々の振り返り 
ձ ẖ日の保育の振り返り・反省をしっかりする。 

日々の子どもの様子をグ㘓する。 
ղ よりよい保育の▱識を⋓得する。 

日々の保育や子どもの
様子をグ㘓することで、
⣽かい点にẼくことが
できた。 

㹄

教

ㅍ 

一人一人の発達の
ẁ㝵に合ったຓや
子どもたࡕがᴦしい
と思える生活を㏦る
ためのຓの在り方 

日々ឤࡌたことやඛ㍮のඛ生方や子どもたࡕから
学んࡔことを生かして、成長していくための取組 
ձ 一日一日を振り返り、自分の反省をしっかりと考

える。 
ղ ẖ日の出来事を࣓ࣔする。 
 

 子ども一人一人を理解
しようとよりᙉく思える
ようになった。ຓの
方について、ඛ㍮に質ၥ
したり自分でㄪたりຮ
ᙉするᶵ会がቑえた。 
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次に、具体的に３ྡの教ㅍの研究を取り上げる。 

ア テーマをいかに設定したかについての実践 

 㸿教ㅍのሙ合 

年４᭶に᪂つ᥇用教員として᥇用され、ึめて࣏ー࢛ࣇࢺリ࢜の実践に関わり、ヨ⾜㘒ㄗしな

がら子ども一人一人の࣏ー࢛ࣇࢺリ࢜作りを進めてきた。１学期に１ᯛࡎつ作成し、保ㆤ者と子ど

もの育ࡕを共᭷してきた。その中で子どもの成長を実ឤするとともに、࣏ー࢛ࣇࢺリ࢜の可能性を

ᙉくឤࡌるようになった。そこで、࣏ー࢛ࣇࢺリ࢜に取り組む中で自分自㌟の課題を᫂らかにし、

個人研究テーマを設定することにした。 

㸦㸧 年中児クࣛࢫ 㹃ྩの࣏ー࢛ࣇࢺリ࢜ 

࠙１学期ࠚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙２学期ࠚ 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

࠙３学期ࠚ 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★５月１７日園外保育★ 
 アスレチックが大好きな〇〇くん。着いた

瞬間真っ先にアスレチックに走っていきまし

た。この先にある恐竜の滑り台を滑るために、

何度も繰り返し挑戦していました。怖がらず

にどんどん進んでいきました！とても楽しそ

うな様子でした。 

★自由遊び★ 
 〇〇ちゃんや〇〇くんと大きな山を作っ

ているところです。１学期よりももっと、み

んなで協力したり楽しさを共有したりでき

るようになりました。最近は、鬼ごっこに夢

中です。先日は、ちゅうりぷ組の○○ちゃん

と砂場で遊ぶ様子も見られました。友達の

幅もだんだん広がっています。 

 ★自由遊び★ 
 自由遊びの時間に糸電話を作って、声が聞

こえるか実験している様子です。「なんで聞こ

えないのかなあ～」「先生、紙コップに穴をあ

けて！」と試行錯誤しながら作っていました。

毎日いろいろなものを発明し、お友達も真似

したくなるような面白いおもちゃを作ってく

れます！ 
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࠙実践を振り返っての成果ࠚ 

〇 「成長が分かるように♧す」「達との関わりを♧す」の２点を意識して、１年間取り組むこと

ができた。 

〇 子どもの┿を㑅ぶ㝿に一人の┿ࡔけでなく、児との関わりが分かるような┿も㑅ぶよ

うにしたことにより、子どもの姿を具体的にとらえることができた。 

〇 子どもたࡕ一人一人の姿をぢつめ、ᑡしの成長も発ぢできるように取り組めた。 

 

࠙実践を振り返っての課題ࠚ 

〇 ࣏ー࢛ࣇࢺリ࢜を作成する中で、１０の姿のどの㒊分が成長しているか分かるように♧すこと

ができなかった。 

 

  １年間࣏ー࢛ࣇࢺリ࢜を実践することで、子どもの成長を᫂☜にᤊえることができた。そこで

次年度は、さらに࣏ー࢛ࣇࢺリ࢜の良さを生かし、もっと一人一人の成長が分かるような内容に

し、得意分㔝をఙࡤすことができるようなാきかけをしていきたいと思い、個人研究テーマとし

て取り組むことにした。 

 

㹀教ㅍのሙ合 

᥇用されて２年目の年度は、１年間の⾜事のὶれも理解し、前年度の反省を踏まえてぢ通しを

もって、日々の保育の実にດめることができた。 

個人研究テーマを設定するにᙜたっては、実㝿に⾜った保育実践を基にして、その‽備や実践を

反省しながら自分の課題を᫂らかにすることにした。 

 

㸺令和元年度おᗑᒇさんࡈっこ㸼 年長児クࣛࢫ 

  ᑟ入эࣚࢱーぢ学㸦ᗑ員さんの᭹・おᐈさんとᗑ員さんのやり取り・ᗑ員さんのኌけを学

んࡔ㸧 

 

 

 

 

 

 

 

  ไ作эᗑ員さんの╔ていたࣥࣟࣉ࢚をཧ考にࣥࣟࣉ࢚を作った。それࡒれのࣝࢢーࣉで༠力して

ไ作をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 ここにこんなものがあるよ。 
 ⚾ここにおẕさんとお㈙い物にきたこ

とがあるよ。 
 ࠗいらっしࡷいませ࠘って言ってる㸟

 下の方にࢺࢵࢣ࣏をけたいな㹼。 
 くまさんはどんな㢦にしようかな。 
 これが作りたいんࡔけど、何で作る㸽 
 これとこれを組み合わせたら良いかも㸟 
 ඛ生、A さんが遊んで何も作ってない㸟 
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 ᙜ日эぢ学で学んࡔことを生かしておᐈさんと関わり、おᗑᒇさんࡈっこをᴦしんࡔ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙おᗑᒇさんࡈっこを実践しての成果ࠚ 

〇 どのようなおᗑᒇさんを作りたいか、ᴦしいおᗑᒇさんにするためには、どんなᮦᩱが必要か

を考える間を༑分☜保することで、子どもたࡕは意欲的に話し合い、おᗑᒇさんの࣓ーࢪを

ᣢつことができた。また、必要なᮦᩱを考え、自主的に㞟めることができた。 

〇 様々なᮦᩱを‽備し、自⏤にえるようにしたとこࢁ、ᴦしんでᮦᩱをᡭに取り、豊かな発

で㐨具作りをする姿がぢられた。 

࠙実践を振り返っての課題ࠚ 

〇 どのࣝࢢーࣉも主体的に活動できるようなࣝࢢーࣉ⦅成は、どうすれࡤよいのか。 

〇 どの子も、作りたい物を࣓ーࢪしてᴦしく作り上げるためには、どのようなാきかけをすれ

 。よいかࡤ

 

  おᗑᒇさんࡈっこを実践する中で、さらにᕤኵすれࡤ、どの子どもも࣓ーࢪを豊かに⭾らませ、

ᴦしく遊ぶことができるようになるのではないかと考えた。そこで、次年度の研究テーマとして

度おᗑᒇさんࡈっこの保育実践を取り上げ、より深く質の高い保育࡙くりに取り組むことにした。 

 

 テーマを設定し、それに基࡙いて⾜った保育実践 

 㹁教ㅍのሙ合 

 

 

 

ձ  題ᮦྡ 「ࣉࢵࣕ࢟ࣝࢺ࣎ࢺࢵ࣌をってᴦしく遊ࡰう㸟」 年ᑡ・年ᑡᑡ児クࣛࢫ 

ղ  ねらい 

   個人テーマである教ᮦ㛤発を通して、全体テーマである「主体的・対話的で深い学びの実現」

につながるような保育実践を⾜う。 

 をって、達や教師とᴦしく遊ぶ。㸦対話的学び㸧ࣉࢵࣕ࢟のࣝࢺ࣎ࢺࢵ࣌ ۔  

 で、自分なりにᕤኵして遊ぶ。㸦主体的学び㸧ࣉࢵࣕ࢟ࣝࢺ࣎ࢺࢵ࣌様々な ۔  

ճ 内容 

 。をって遊ぶࣉࢵࣕ࢟ࣝࢺ࣎ࢺࢵ࣌ ・  

㸦思考力のⱆ生え・豊かなឤ性と表現・ᗣな心と体㸧 

  ・ ㌿がしたり、積み上げたり、くっつけたりして遊ぶ。 

㸦༠ྠ性・言ⴥによるఏえ合い・思考力のⱆ生え㸧 
 

࠙個人テーマࠚ 
子どものẼきや学びをಁすための教ᮦ㛤発 

࠙全体研究テーマࠚ 
主体的・対話的で深い学びの実現 

 いらっしࡷいませ㹼。ᴦしいですよ。 
 㞴しい㸽͐ࡷࡌあ一⥴にやってみよう

か㸟㸦年ᑡ児に対して㸧 
 㹀ࢥーࢼーはこࡕらですよ。いかがです

か㸟 
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㸦ࡹࡕうりっ組保育ᐊ㸧 

 

7ۑ          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙‽備する物ࠚ 

・うࡕわࢩアࢱー 

・はらこあおむし 

 の⤮合わせࣉࢵࣕ࢟・

・くっつくࣉࢵࣕ࢟ 

 るま積み・ᮘࡔ・

 ⴠとしࣉࢵࣕ࢟・

  㸦ண備の∵ஙࢵࣃク㸧 

  㸦㣴生テーࣉ・ᮘ㸧 

 ㌿がしの的ࣉࢵࣕ࢟・

・自⏤遊びࢥーࢼーࢩーࢺ 

 

 。をぢる「こあおむしはら」ーࢱアࢩわࡕうۑ
 。こあおむしをぢるのはらࣉࢵࣕ࢟ࣝࢺ࣎ࢺࢵ࣌ۑ
 。本の活動について話を聞くۑ
 。で遊ぶࣉࢵࣕ࢟ࣝࢺ࣎ࢺࢵ࣌۔
 ձ遊び方について話を聞く。 
 ղⰍ々なࣉࢵࣕ࢟ࣝࢺ࣎ࢺࢵ࣌があることを▱る。 
 ճ遊ぶ㝿に⣙᮰事について話を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 。ける∦ۑ

 。本の活動を振り返るۑ

 

どれに 
しようか

なᲹ 

ഏはហを 
めくるん
だよ！ 

ǭȣップ 

ころがし 

ʩˊʩˊで
やろうよ！

 ʿ様 

த 

 ʿ
様

த 

くっ
ƭく 

᠃がし
コȸȊȸ 

だ る ま
ᆢみ 

自 由 遊 び
コȸȊȸ 

ǭ ȣ ッ プ
ᓳとし 

ዋ ӳ
ǘƤ 

ʿ様  

うǘȸっ 
たおれる～

くっƭく 

ǭȣップ 

Ȉȳȍȫが
できた！ 

見て！くる

くるׅるよ 

ዋӳǘƤ

ǭȣップ 

なんか᪦
がする
よ！ 

ᄬჽがλっ
ていたよ！

ǭȣップがᡜƛ
ていったよ！ 

ころころ᪦
がした！ 

ǭȣップが電
みたいにƭ
ながったよ！

Ȟȩǫスみたいな
᪦がしたよ

 δの࠷

ƭぶやき 
ਰり返り 

での発ᚕ 

࠸㸟㠃ⓑる࡞

㐟びぢࡘけࡡࡓ 

ḟࡣ㸪࠺ࠊ

ᒎ㛤してࡃ࠸

の࡞㸽 

Ⰽ分けしࡓ

ᗈࡀ㸪㐟びࡽ

 ࠋࡡࡓࡗࡀ

ఱࡀධࡗて࠸る

Ẽ࡙ࠋ࡞ࡃ 

ᩍᖌのᛮ࠸ 
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࠙振り返りࠚ 

子どもにとって㌟㏆なᮦᩱのࣉࢵࣕ࢟ࣝࢺ࣎ࢺࢵ࣌をったおもࡷࡕは、子どものᡭにまりや

すくᢅいやすい教ᮦであり、主体的・対話的で深い学びにつながるẼきや学びをಁす教ᮦである

ことが分かった。具体的には次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人テーマである「教ᮦ㛤発」の観点からࣉࢵࣕ࢟ࣝࢺ࣎ࢺࢵ࣌の教ᮦの様々な価್をぢ出せた。 

 〇 ṇ᭶遊びを経験した後でもあり、ࠗ ⤮合わせࢤー࣒࠘に興ࡌ、取ったᩘを➇ったり、どこにあっ

たかを☜認したりしながらៅ重にめくる年ᑡ児もいて、期的に興味をᣢࡕやすい教ᮦになった。 

〇 ࠗࣉࢵࣕ࢟のࡔるま積み・ⴠとし࠘では、ᩘᏐへの関心を高めたくᩘᏐࢩーࣝを㈞っておいた

が、ᩘᏐを意識して୪る年ᑡ児と、ᩘᏐへの関心はⷧくࣉࢵࣕ࢟のⰍをྠࡌにᥞえてᴦしむ年

ᑡᑡ児との㐪いもぢられ、ᑡしᡭをຍえることでẼきや学びをಁすことができた。 

 〇 接╔するテーࣉをኚえたことで用㏵のᚤጁな㐪いにẼきに、遊びがᒎ㛤していった。ᕤኵ次

➨で様々な可能性を⛎めた教ᮦであるとឤࡌた。 

〇 今回は、年ᑡ・年ᑡᑡでの実践であったが、年中・年長と年㱋が上がると遊びにもኚがぢら

れるのではないかとも思う。 

 

「主体的・対話的で深い学び」という園全体の研究テーマを、自㌟の個人テーマである「子ども

のẼきや学びをಁすための教ᮦ㛤発」と結びけ、実㝿に㛤発した教ᮦをって保育を⾜うこと

で、より㩭᫂に子どもの主体性や༠ྠ性、さらには深い学びへとつなげることができた。今後も「個

人テーマ」を㏣ồすることでさらに「園の目ᶆ」を実現させていきたい。 

 

 そのの取組㸦保育者自㌟の主体的・対話的学び㸧 ࢘

  園全体の取組として、本園では、年間㸴回「わくわく࣒ࢱ」という間を設定し、ྛ学年担௵

２人ࡎつが⦎⩦したㄞみ聞かせや指遊び、ࢩࣝࢿࣃアࢱーなどを子どもたࡕの前でᢨ㟢し、一⥴に

ᴦしむことで自らの保育ᢏ⾡の向上にດめている。 

࠙主体的な学びࠚ 

・ ༢⣧に㌿がすࢥーࢼーにึめは㞟中していたが㸪次➨にのࢥーࢼーにも目を向けጞめ㸪

遊びが広がった。

࠙対話的な学びࠚ 

・ 年㱋や経験にᛂࡌて遊びに㐪いがあり㸪࿘りをぢて子どもなりに何かをឤࡌ取り㸪自分の

遊びに取り入れたり┿ఝたりしていく姿があった。 

て教師にఏえࡌー⋢の重さや㡢の㐪いをឤࣅ㌿がし࠘では㸪中に入れたᑠ㇋やࣉࢵࣕ࢟ࠗ ・

る子どももいた。 

࠙深い学びࠚ 

・ 中に☢▼をはめ㎸んࠗࡔくっつく࠘ࣉࢵࣕ࢟のࢥーࢼーでは㸪༢⣧にくっつけることをᴦ

しみながら㸪反発した㝿に「あれ㸽」と思㆟そうな表をᾋかていた。 

・ 反発を用して㌿がす遊びへとᒎ㛤する子どももいた。☢▼のᴫᛕを理解している年ᑡ児

からは「☢▼でしࡻう㸽」との発言も聞かれた。 

・ ☢▼への理解ができない年ᑡᑡ児でも㸪くっついたり反発したりするᡭᛂえに㸪思㆟な

表をᾋかたり㸪何度もくっつけようとヨ⾜㘒ㄗしたりする姿があった。 
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   わくわく࣒ࢱは、教師としての専門性を生かし、子どもの豊かなឤ性や像力を培うことを

ねらいとしている。 

   教師がᣢっているࣞࣃーࢺリーを子どもたࡔࡕけでなく、教師間でもᢨ㟢することで、お互い

が学び合い良い่⃭となっている。また、教師個人の保育がマࣥࢿリしてしまう現≧があった

が、このわくわく࣒ࢱがきっかけとなり、᪂しいことにもᣮᡓしてみようという意欲がႏ㉳さ

れるとともに、様々なࣝࣥࣕࢪでの学びの✭があり、保育者自㌟の主体的で対話的な学びとな

っている。 

   経験年ᩘに関係なく、ึ ௵者はもࢁࡕんのこと、࣋テࣛࣥの教師にとっても個々の学びがあり、

リーがቑえていくことで保育の質の向上にもつながり、まさに深い学びのሙとなっていࢺーࣃࣞ

る。今後も継続させ、保育ᢏ⾡の向上にດめていきたい。 

 

㸳 まとめ 

   本研究では、保育ኈ一人一人が個人研究テーマを設定することで、研究を自分のこととしてཷけ

Ṇめ、目ᶆをᣢࡕ主体的に取り組むこととした。まࡎ具体的にテーマを設定することで、個々が何

をすきかが᫂☜にぢえてきた。それを一人一人が実践し、振り返るということを通し、研究㸦㸻

考え実践し振り返る㸧という一㐃のὶれが大切なのࡔと実ឤするようになった。さらに、自分自㌟

の取組でクࣛࢫがኚ容していく様子を目のᙜたりにするとともに、保育ኈ自らの成長も実ឤする

に⮳った。また、個々の研究と園全体のテーマを結びけることで、共通意識をᣢって研究へ取り

組んでいく意識が高まり、園の中に༠ാ性が生まれるようになった。今後は自己評価をすることで、

自㌟の成長を自ぬできるようにしたい。 

 

㸴 今後の課題  

〇 研究・研修においては、テーマの設定で終わらせないために、テーマに基࡙いた具体的な方⟇

を考え、ᆅ㐨に課題解Ỵに向かうとともに、その㐣⛬や成果を評価し、次につなげていくことが

大切である。そのために、今後も自分自㌟の成長を自ぬできるような自己評価について考えてい

く。 

 〇 個人の研究ではあっても、互いの研究テーマや進ᤖ≧ἣについて▱ることで、自分の研究のཧ

考にできるように、共᭷するᶵ会を設定していく。 

 〇 ≉に、᪂つ᥇用者の取組については、意図的・計画的にᅔっていることやᝎみを出し合い、ྠ

のຓ言を得るሙを☜保する必要がある。 


